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＜連絡事項＞
・受け持ち患者様の退院支援を進めましょう。
＜入院・入室状況＞
【転出】

・風穴　義信様：東Bユニット2号室→北403号室

【ユニット移動】
・和田　昌様：東Cユニット4号室→東Aユニット13号室
・恵茂田　義春様：東Aユニット13号室→東Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・齊藤　志郎様～不穏時レボトミン(5)1Tの残数1回分の為、主治医へ報告し、10回分追加処方頂いている。
・木村　美智子様～排便-5日目。主治医へ報告し、ケンエーG浣腸60ml　1本処方となる。午後浣腸施行し、反応便確認している。
・飯田　修子様～排便-6日目。本人からも浣腸処方希望にて主治医へ報告しケンエーG浣腸60ml　1本処方となる。午後浣腸施行し、反応便確認している。
・村山　和久様～来週3/16～アルコール依存症治療プログラムが開始となる。開始に伴う第Ⅰ期の主治医・栄養スタッフに行って頂くレクチャー部分の日程調整は済んでいる。又、第Ⅱ期も家族構成や本人からの訴えも加味して、プログラム担当スタッフで再度検討し、スケジュール調整を行っている。スケジュール調整は終了し、テキスト・本人用のスケジュール表を本人に渡し、プログラムの大まかな説明は担当スタッフの方で行い、了解はされている。
・東野　愛様～不穏時リスペリドン内用液(1)1P・不眠時ルネスタ(1)1Tの残数1回分ずつの為、主治医へ報告し、5回分ずつ追加処方頂いている。
・風穴　義信様～16:10療養環境変更目的にて東Bユニット2号室→北病棟403号室へ転出となる。
・岡沼　広宣様～やまばと寮スタッフの迎えあり、本日14:00～3/14　15:00迄で外泊に行かれている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。整容、アニメに関する訴えあるが過度とはならず。妄想様言動、他者トラブル無く過ごしている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。表情の冴えなさはあるが対面時の高圧的な態度、口調、妄想に左右された様子無し。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・斎藤　志郎様～拒食・拒薬無く自室で臥床し過ごしている。放歌、叫び声等不穏さ無し。
・八木田　勝則様～午前中は性的逸脱行為、その他不穏さ、帰宅要求無く対面時穏やかであったが、昼前頃から帰宅要求、私物要求、誇大妄想様言動著明。12：30対面時スタッフに詰め寄る、詰所窓ガラスを強く叩く行為あり、不穏時リスペリドン内用液0.5ml1P内服。内服後は突如激昂する様子は無いが、纏まりのない話し掛け多くなっている。
・和田　みよ子様～昨日39℃台の発熱あり、アンヒバ坐薬使用し、準夜以後解熱している。本日もバイタル異常・酸素飽和度低下、痰鳴や呼吸苦も無く経過。午前MT自己抜去あり、再挿入行っている。点滴・経管栄養はトラブル無く施行している。
・木村　よしゑ様～午前バイタル異常・酸素飽和度低下無し。車椅子へ移乗・離床し食事は介助にて摂取出来ている。むせ込みも無い。服薬も再開となっているが、拒否は無く内服。排便の緩さ見られ、背中までの便失禁あり、衣類・オムツ交換行っている。14:00体温37.4℃、悪寒無い為、クーリングで対応行っている。
・種本　てる様～バイタル異常は無いが、酸素飽和度一時的に80％台に低下あり、ベッドをギャッチアップし、徐々に90％台後半へ回復している。呼気時の喘鳴聞かれているが、呼吸苦を訴える事は無い。全身の浮腫持続。点滴はトラブル無く施行している。
・藤井　崇史様～「社会復帰がしたい、その為におやつやその他の嗜好品類を断ちます」等唐突でまとまりに欠ける話し掛けあるが過度とはならず。訴え傾聴後は落ち着いている。
＜田名部Dr.診察情報＞
・久保　興介様～臨時薬はファモチジンＯＤ錠(20)1T→チミペロン錠(3)1Tへ変更、他同内容で7日分処方となる。
・袴田　将志様～臨時薬はフルメジン糖衣錠(1)１T中止、他同内容で7日分処方となる。
・杉澤　恵子様～臨時薬はグリメピリド錠(1)1T　1日1回　朝食直前　5日分増薬となる。
・信田　あかり様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・丹内　栄子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・高田　マキ様～臨時薬のクエン酸第一鉄Ｎａ錠(50)、ファモチジンＯＤ錠(20)は明日処方するとの事。他同内容で7日分処方となる。
・藤井　孝蔵様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・木村　正子様～臨時薬はメトグルコ錠(250)4T　1日2回　朝夕食後　7日分とピオグリタゾン錠(15)1T　1日1回　朝食後　7日分増薬、他同内容で7日分処方となる。
・山中　美穂様～アムロジピンＯＤ錠(5)1T　1日1回　朝食後　7日分増薬、他同内容で7日分処方となる。
・見付　龍矢様～臨時薬はオラドールトローチ(0.5)1T　1日3～6回(1回1個口の中でゆっくり溶かす)増薬、他同内容で7日分処方となる。スマートフォンアプリのLINEの使用について申し出あり、母様と電話連絡前のやり取りのみ許可を得ている。使用時はスタッフ見守り要する。
・岡沼　広宣様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・林　田鶴子様～臨時薬はオランザピンOD錠(10)→(5)へ減薬、センノシド錠(12)1T・インヴェガ錠(3)1T　1日1回　ねる前　7日分増薬、他同内容で7日分処方となる。
・三浦　みよ子様～臨時薬はビペリデン塩酸塩錠(1)2T→1Tとチミペロン錠(3)2T→1Tへ減薬、レキサルティ錠(1)1T　 1日1回　夕食後　7日分増薬、他同内容で7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・長峰　孝様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・和田　みよ子様～両手の乾燥、落屑著明であり皮脂欠乏性皮膚炎の為、プロペト1本処方となっている。

・他患者様は同処置で継続となる。

